
令和６年11月24日（日）水俣病現地研修会（フィールドワーク）に
参加された方からの感想を紹介します。

令和７年１月23日（木）ハンセン病現地研修会（フィールドワーク）に
参加された方からの感想を紹介します。
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ジェンダー平等について　人権啓発研修会を開催しました。

研修会1 研修会2

　令和７年１月20日（月）に熊本市国際交流会館で人権啓発研修会を開催しました。
 一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪）所長の三輪敦子さんに「ジェンダー平等について
　一緒に考えてみませんか？」と題し講演いただき、117名が参加しました。
　講演では、ジェンダー平等について国際比較や事例を通じて正しく学ぶことができました。
　参加された方からは「ジェンダー平等に関する日本の状況を分かりやすく説明していただき、改めて自分の固定観念
について考えることができました」や「男女だけでなく多様な人々が働きやすい環境を作ることの大切さを改めて学ぶ
ことができた」等の感想がありました。

水俣病現地研修会に参加して

　令和６年11月24日早朝８時に城彩苑を出発し、10時頃に水俣市内に到着。

　水俣駅周辺をバスで巡りながら街の成り立ちについて説明を受ける。その後、百間排水溝や埋立地の水俣病

慰霊の碑を見学する。

　町並みや遺構については、一見すると有りふれたものという印象であったが、その背景などの説明を受けるに

つれ、複雑な事情があることを知った。

　午後は、水俣病歴史考証館にて水俣病の資料を見学した。

　私自身は八代市の出身であり、小学生の頃（1980年代）に水俣病について良く学んだつもりであるが、その知

識はあまりに浅いものであることを知った。水俣病の問題の本質、そして終わっていないことをよく理解すること

ができた。

　最後に、坂本しのぶさんの講話を拝聴した。その朗らかな人柄に触れて、水俣病について改めて考えさせられた。

今回の研修での学びは、起きたことを正しく知ることが、差別や偏見の解消への第一歩ということである。職場

や家庭で、この学びを活かしていきたい。

ハンセン病現地研修会に参加して

　熊本に勤務するようになって、ハンセン病について学びを深める機会を探していたところ、今回の企画に出会い、

幸運にも参加することができた。訪問できたのは、リデル、ライト両女史記念館、本妙寺、菊池恵楓園歴史資料

館である。バスの移動中はハンセン病を扱ったDVDを視聴したため、朝９時から夕方５時までハンセン病について

想いを巡らすことができた。　　　　

　ハンセン病は、古来より世界の各地で確認されている感染力が弱い病気である。薬で治る病気だが、その後遺

症から患者への偏見が生まれ、いまなお根強い差別が続いている。その責任は20世紀末まで隔離政策を継続して

きた国だけにあるわけではない。その間、国の誤った政策に疑問を持つこともなく、差別を黙認し助長してきたす

べての人たちも加害者といえるだろう。だからこそイギリス人のリデルとライトがとった言動には衝撃を受ける。

そして、差別され続けた人びとが人生を取り戻すその生き様は勇気と希望を与えてくれる。

　もちろん本を読んで、DVDを視聴することによっても同じことを学ぶことができるかもしれない。しかし、今回

の研修のように、リデルの人生を変えた本妙寺に実際に立ち、遺品に触れながらリデルとライトの人生の軌跡を

辿り、菊池恵楓園で当事者の生の声に耳を傾けることは、ハンセン病についての学びを確かなものにしてくれる。

男女共同参画社会の基本となる考え

　　男女の人権の尊重
　　男女の個人としての尊厳を大切にしましょう。男だから女だからといった差別をなくし、一人の人間と
して能力を発揮できるような社会にしていきましょう。

　　社会における制度又は慣行についての配慮
　　社会の制度や、慣行によって男女のどちらかが不利な立場になったり、行動に制限が生じていないか考
えていきましょう。

　　政策等の立案及び決定への共同参画
　　男女が、社会の対等なパートナーとして、組織の方針決定や計画立案に平等に参画できるようにしま
しょう。

　　家庭生活における活動と他の活動の両立
　　家族である男女が、互いに協力し、社会の支援を受け、家族の一員としての役割を果たしながら、仕事
や地域活動等ができるようにしていきましょう。

　　国際的協調
　　他の国々や国際機関とも協力し合い、その下で男女共同参画社会を作っていきましょう。

公益財団法人人権教育啓発推進センター発行「人権ポケットブック①」から抜粋

第67回　ヒューマンライツ・シアターを開催しました。

　令和７年（2025年）２月23日（日・祝）にDenkikanで「あん」を午
前の部、午後の部の２回上映しました。
　当日は、２回合わせて219名の皆さまがご来場され、おおぞら高校熊
本キャンパス、志成館高等学院の２校の学生ボランティア15名の方に
は受付等で協力していただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　来年度もより多くの方々に、身近で分かりやすい人権をテーマにした
映画会を開催する予定にしておりますので、ぜひご参加ください。

　前回冬号で、人権啓発入賞作品の一部をご紹介しましたが、今回も最優秀作品の一部をご紹介します。
　令和７年度の募集については、次回夏号で詳しくお知らせします。多くの皆様の応募をお待ちしております。

令和6年度（2024年度）人権啓発入賞作品を紹介します。
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シルバー人材センターで生涯現役！

60歳以上の
方

〇生活リズムに合わせた働き方が選べます
〇これまでの経験に合わせて就業ができます
〇就業を通じて社会貢献ができます
〇気の合った仲間作りができます
〇サークル活動・ボランティア活動ができます ○ 公益社団法人  熊本市シルバー人材センター

〒860-0833　熊本市南区平成１丁目10 -８
TEL   096-322-3300   FAX  096-322-3324
ホームページは“熊本市シルバー人材センター“で検索お気軽にお問合せください


